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平成３１年度宮城県高等学校野球連盟「絆」プロジェクト について
春寒の候，皆様にはますます御清栄のこととお喜び申し上げます。また，平素より当連盟の活動に対し御理解と御協力を賜り感謝申し上げます。
さて，第１５回リーダー研修会におきまして，標記行事に関し，分科会毎に加盟校参加主将から昨年度の活動と今年度の予定を報告していただいております。

つきましては，下記のとおり実施できますよう貴管下野球部顧問・部員に特段のご高配を賜りますようお願い申し上げます。
記
１. 目的　　大震災から丸８年を迎えるにあたり，今日の我々があるのは当初からたくさんの方々からただいた温かいご支援の賜物であると考えます。来る３月上旬に県下の高校球児全員がその感謝の気持ちを確認し，高校野球を支えて下さった方々への感謝の気持ちを表すための活動や，宮城の将来を担う子どもたちが，高校野球に憧れを抱き，夢や希望を持って成長できる機会を与える活動を，それぞれの地域の環境や状況にあわせて実施するものです
２. 期日  平成３１年２月下旬～平成３１年３月上旬
 　　　　(各チームの事情に併せ，時間や期間を定めて下さい。)
３. 活動例
· 近隣のスポーツ少年団への野球教室

· 小学生を対象としたスポーツイベントの開催

· 仮設住宅閉鎖に伴う清掃・片付け作業

· 地域のイベントのボランティア活動

· 地域の清掃・除雪作業
· 文化祭でのチャリティー活動
· 今回の活動については，報告書は求めません。各校顧問から趣旨についてお話いただくなど，生徒へ考えさせる指導をお願いしたいと思います。
· １２月に行われたリーダー研修会で出されたキャッチフレーズ案をもとに，
平成３１年度宮城県高等学校野球連盟のキャッチフレーズを次のように決定いたしました。
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